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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同心円状パターンに形成された複数のトラックを有するディスクと、
　前記ディスクからのデータの読み出しおよび前記ディスクへのデータの書き込みを行う
磁気ヘッドと、
　前記ディスク上の目標位置に前記磁気ヘッドを移動するように構成されたモータドライ
バと、
　読み出し／書き込み動作において読み出し／書き込みデータを処理するように構成され
た電子回路と、
　複数の電圧の中から前記磁気ヘッドの位置におけるデータ転送レートに基づいて選択さ
れた電圧に基づいた電力を前記電子回路に供給するように構成された電源回路と、
を備えるディスクドライブ装置。
【請求項２】
　前記電源回路は、前記磁気ヘッドが内周側のトラック近傍に位置決めされた時、前記磁
気ヘッドが外周側のトラック近傍に位置決めされた時に前記電子回路に供給する電力より
も低い電力を前記電子回路に供給するように構成されている請求項１記載のディスクドラ
イブ装置。
【請求項３】
　前記電源回路は、前記磁気ヘッドが位置決めされたトラックに基づいて前記電子回路に
電力を供給する請求項１記載のディスクドライブ装置。
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【請求項４】
　前記電源回路は、前記磁気ヘッドが位置決めされたゾーンに基づいて前記電子回路に電
力を供給する請求項１記載ディスクドライブ装置。
【請求項５】
　前記電子回路は読み出し／書き込みチャネルＩＣを備える請求項１記載のディスクドラ
イブ装置。
【請求項６】
　同心円状パターンに形成された複数のトラックを有するディスクと前記ディスクからの
データの読み出しおよび前記ディスクへのデータの書き込みを行う磁気ヘッドとを含むデ
ィスクドライブ装置のための電子回路であって、
　読み出し／書き込み動作で読み出し／書き込みデータを処理するように構成された第１
回路と、
　複数の電圧の中から前記磁気ヘッドの位置におけるデータ転送レートに基づいて選択さ
れた電圧に基づいた電力を前記第１回路に供給するように構成された電源回路と
を備える電子回路。
【請求項７】
　前記磁気ヘッドを前記ディスク上の目標位置に移動させるように構成されたモータドラ
イバをさらに備える請求項６記載の電子回路。
【請求項８】
　前記電源回路は、前記磁気ヘッドが内周側のトラック近傍に位置決めされた時、前記磁
気ヘッドが外周側のトラック近傍に位置決めされた時に前記第１回路に供給する電力より
も低い電力を前記第１の回路に供給する請求項６記載の電子回路。
【請求項９】
　前記電源回路は、前記磁気ヘッドが位置決めされたトラックに基づいて前記第１回路に
電力を供給する請求項６記載の電子回路。
【請求項１０】
　前記電源回路は、前記磁気ヘッドが位置決めされたゾーンに基づいて前記第１回路に電
力を供給する請求項６記載の電子回路。
【請求項１１】
　前記第１回路は読み出し／書き込みチャネルＩＣを備える請求項６記載の電子回路。
【請求項１２】
　同心円状パターンに形成された複数のトラックを有するディスクと前記ディスクからの
データの読み出しおよび前記ディスクへのデータの書き込みを行う磁気ヘッドとを含むデ
ィスクドライブ装置のための電子回路に電力を供給する方法であって、
　前記磁気ヘッドの目標位置を決定し、
　複数の電圧の中から前記目標位置のデータ転送レートに基づいていずれかの電圧を選択
し、
　前記選択された電圧に基づいた電力を前記電子回路に供給する方法。
【請求項１３】
　前記磁気ヘッドが内周側のトラック近傍に位置決めされた時、前記磁気ヘッドが外周側
のトラック近傍に位置決めされた時に前記電子回路に供給する電力よりも低い電力を前記
電子回路に供給することを備える請求項１２記載の方法。
【請求項１４】
　前記電子回路には、前記磁気ヘッドが位置決めされたトラックに基づいた電力が供給さ
れる請求項１２記載の方法。
【請求項１５】
　　前記電子回路には、前記磁気ヘッドが位置決めされたゾーンに基づいた電力が供給さ
れる請求項１２記載の方法。
【請求項１６】
　前記電子回路は読み出し／書き込みチャネルＩＣを備える請求項１２記載の方法。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は情報記録媒体を有するディスクドライブ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ディスクドライブは情報記憶装置である。ディスクドライブは、回転スピンドルに固定
された一又は複数のディスクと、各ディスクの表面からデータを表す情報を読み出し、及
び／又は各ディスクの表面にデータを書き込む、少なくとも１つのヘッドとを備える。ヘ
ッドは、ボイスコイルモータによって駆動され得るアクチュエータに結合されたサスペン
ションによって支持される。ディスクドライブの制御電子回路は、ボイスコイルモータに
電気パルスを与えてヘッドをディスク上の所望の位置に移動させてデータの読み出し及び
書込みをし、また、使用しないとき、又はディスクドライブの保護のために望まれるとき
にはヘッドを安全な領域に退避させる。
【０００３】
　ディスクドライブ装置は、電力消費の最小化が望まれる多様なバッテリ駆動および携帯
型装置になりつつある。多数のディスクドライブが、ドライブ装置が所定時間の間使用さ
れないときにスピンドルモータから電力を除去することを含む、電力節約のための種々の
モードを有している。しかし、ディスクドライブ内の電子回路も相当な電力を消費する。
ディスクドライブ内の電子回路による電力消費を低減する必要がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　そこで、本発明は、新規且つ改善されたディスクドライブ装置、ディスクドライブ装置
用電子回路、及び該回路への電力供給方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するために、本発明の一つの面によれば、同心円状パターンに形成され
た複数のトラックを有するディスクと、前記ディスクからのデータの読み出しおよび前記
ディスクへのデータの書き込みを行う磁気ヘッドと、前記ディスク上の目標位置に前記磁
気ヘッドを移動するように構成されたモータドライバと、読み出し／書き込み動作におい
て読み出し／書き込みデータを処理するように構成された電子回路と、複数の電圧の中か
ら前記磁気ヘッドの位置におけるデータ転送レートに基づいて選択された電圧に基づいた
電力を前記電子回路に供給するように構成された電源回路とを備えるディスクドライブ装
置が提供される。
【０００６】
　また、本発明の別の面によれば、同心円状パターンに形成された複数のトラックを有す
るディスクと前記ディスクからのデータの読み出しおよび前記ディスクへのデータの書き
込みを行う磁気ヘッドとを含むディスクドライブ装置のための電子回路であって、読み出
し／書き込み動作で読み出し／書き込みデータを処理するように構成された第１回路と、
複数の電圧の中から前記磁気ヘッドの位置におけるデータ転送レートに基づいて選択され
た電圧に基づいた電力を前記第１回路に供給するように構成された電源回路とを備える電
子回路が提供される。
【０００７】
　さらに、本発明のまた別の面によれば、同心円状パターンに形成された複数のトラック
を有するディスクと前記ディスクからのデータの読み出しおよび前記ディスクへのデータ
の書き込みを行う磁気ヘッドとを含むディスクドライブ装置のための電子回路に電力を供
給する方法であって、前記磁気ヘッドの目標位置を決定し、複数の電圧の中から前記目標
位置のデータ転送レートに基づいていずれかの電圧を選択し、前記選択された電圧に基づ
いた電力を前記電子回路に供給する方法が提供される。
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【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、新規且つ改善されたディスクドライブ装置、ディスクドライブ装置用
電子回路、及び該回路への電力供給方法を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について図面を参照しながら説明する。
【００１０】
　図１は、一実施形態に係る磁気記録再生装置（ハードディスクドライブ）の斜視図であ
る。磁気記録再生装置は、筐体１０内に、磁気ディスク１１、読み出しヘッド及び書き込
みヘッドを有するヘッドスライダ１６、ヘッドスライダ１６を支持するヘッドサスペンシ
ョンアセンブリ（サスペンション１５及びアクチュエータアーム１４）、ボイスコイルモ
ータ（ＶＣＭ）１７、および回路基板を備える。
【００１１】
　磁気ディスク１１はスピンドルモータ１２に取り付けられ、このスピンドルモータ１２
によって回転される。種々のデジタルデータは、垂直磁気記録方式で磁気ディスク１１上
に記録される。一実施形態においては、ヘッドスライダ１６に組み込まれる磁気ヘッドは
、単磁極構造(single pole structure)の書込みヘッドと、（ＧＭＲ層又はＴＭＲ層とい
った）シールドされたＭＲ読み出し素子を用いる読み出しヘッドとを有する、いわゆる統
合ヘッドである。サスペンション１５はアクチュエータアーム１４の一端に把持され、ヘ
ッドスライダ１６を磁気ディスク１１の記録面に面するように支持する。アクチュエータ
アーム１４は、ピボット１３に取り付けられる。アクチュエータとして機能するボイスコ
イルモータ（ＶＣＭ）１７は、アクチュエータアーム１４の他端に設けられる。ボイスコ
イルモータ（ＶＣＭ）１７は、ヘッドサスペンションアセンブリを駆動して、磁気ヘッド
を磁気ディスク１１の任意の半径方向位置に位置決めする。回路基板は、ボイスコイルモ
ータ（ＶＣＭ）１７に対する駆動信号と磁気ヘッドによって行われる読み出し及び書込み
動作を制御する制御信号とを生成するヘッドＩＣを備える。
【００１２】
　図２は一実施形態に係る磁気ディスク１１の概略平面図である。図２はデータゾーン１
８およびサーボゾーン１９を示す。ユーザデータは、データゾーン１８の各々に記録され
る。ヘッド位置決めのためのサーボデータは、サーボゾーン１９の各々に記録される。デ
ィスク表面において、サーボゾーン１９は、アクセス中のヘッドスライダの軌跡に対応す
る円弧のような形状に形成されている。
【００１３】
　図３および図４を参照して、サーボゾーンおよびデータゾーンのパターンを説明する。
図３に概略的に示されているように、サーボゾーン１９は、プリアンブル部４１、アドレ
ス部４２、および偏差（deviation）を検出するためのバースト部４３を含む。
【００１４】
　プリアンブル部４１は、媒体の回転ゆがみ(rotational deflection)によって生じる偏
差（deviation）に関連して読み出されるサーボ信号のクロックを合成するためのＰＬＬ
処理と、適切な信号振幅を維持するためのＡＧＣ処理を実行するために設けられている。
【００１５】
　アドレス部４２は、マンチェスター符号化方式を使用して円周方向のプリアンブル部４
１のピッチと同じピッチに形成される、サーボマークと称されるサーボ信号認識コード、
セクタデータ、シリンダデータ等を有し得る。特に、シリンダデータは、サーボトラック
毎に変更されるデータを示すパターンを有するので、そのシリンダデータは、シーク動作
中のアドレス読み出しエラーの弊害を削減するために、隣接するトラック間の最小の差異
を提供するグレイコードに変換された後にマンチェスター符号化方式を用いて記録されて
もよい。
【００１６】
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　バースト部４３はシリンダアドレスについてのオントラック状態に対するオフトラック
量を検出するのに使用されるオフトラック検出領域である。バースト部４３はバーストマ
ーク（Ａ、Ｂ、ＣおよびＤバーストと呼ばれる）の４つのフィールドを有している例とし
て示されており、それらの半径方向のパターン位相はそれぞれのフィールドにおいて互い
にシフトされている。複数のマークが、円周方向にあるプリアンブル部のピッチと同じピ
ッチで配置されている。各バーストの半径方向周期（radial period）は、アドレスパタ
ーンの変化する周期、換言すれば、サーボトラック周期に比例している。本実施形態によ
れば、それぞれのバーストは円周方向に１０周期の長さで形成されている。バーストはサ
ーボトラック周期の２倍の周期で半径方向に繰り返されている。バースト部４３において
、磁気材料の占有率はほぼ７５％である。
【００１７】
　バースト部４３を基準とする位置の検出原理については詳細に説明しない。オフトラッ
ク量はＡ、Ｂ、ＣおよびＤバーストからの読み出し信号の平均振幅値を計算することによ
って得られる。
【００１８】
　図５は本実施形態に係る磁気ディスク１１を説明する図である。図５はゾーンビット記
録システムを採用した磁気ディスク１１を示す。ディスクドライブ装置は、エリア密度を
増大するために一定線密度記録（ＣＤＲ：constant linear density recording）方法を
適用している。磁気ディスク１１は円周方向にゾーンＺ０からＺ３に区切られている。こ
のゾーン数は実際の磁気ディスクのゾーン数を表わしておらず、ゾーンは概略的に示され
ていることに注意しなければならない。
【００１９】
　また磁気ディスク１１は各ディスク面上に複数のトラックも含んでいる。複数のトラッ
クは、磁気ディスク１１の面上のトラック２３のような二つの例示的なトラックによって
表わされている。サーボゾーン１９は磁気ディスク１１上の、トラック２３のような複数
のトラックを横断している。ある実施形態において、複数のトラックは一連の実質的な同
心円として配置し得る。データは埋設サーボゾーン１９間のトラックに沿った固定セクタ
それぞれに格納される。磁気ディスク１１上のトラックは各々複数のデータセクタを含ん
でいる。より詳しく説明すると、データセクタは、固定ブロック長と固定データ記憶容量
（例えば、データセクタ当たりユーザデータ５１２バイト）を有する、トラックの一部で
ある。磁気ディスク１１の内側の方のトラックは、磁気ディスク１１の周縁の方のトラッ
クほど長くない。結果的に、磁気ディスク１１の内側の方のトラックは、磁気ディスク１
１の周縁の方のトラックほど多数のデータセクタを保持することができない。同じ数のデ
ータセクタを保持することが可能なトラックそれぞれは、Ｚ０、Ｚ１、Ｚ２およびＺ３の
ようなデータゾーンそれぞれにグループ化される。密度およびデータレートはデータゾー
ン毎に変化するので、サーボゾーン１９は少なくともいくつかのデータセクタを中断し、
かつ分割することがある。
【００２０】
　外周側のトラックでは、ディスクドライブは内周側のトラックよりもずっと高い読み出
しレートを有することになる。同様にして、ディスクドライブは内周側のトラックよりも
外周側のトラックにおいてずっと高い書き込みレートを有することになる。
【００２１】
　図６は一実施形態に係る磁気記録再生装置（ハードディスクドライブ）のブロック図を
示す。図は磁気ディスクの上面の上方にあるヘッドスライダ１６を示す。しかし、垂直磁
気記録層は磁気ディスクの両面側に形成されている。下部ヘッドおよび上部ヘッドはそれ
ぞれ磁気ディスクの底面および上面の上方に設けられている。
【００２２】
　ディスクドライブは、ヘッドディスクアセンブリ（ＨＤＡ）１００と呼ばれる本体ユニ
ットおよびプリント回路基板（ＰＣＢ）２００を含んでいる。
【００２３】
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　図６に示したように、ヘッドディスクアセンブリ（ＨＤＡ）１００は、磁気ディスク１
１、磁気ディスク１１を回転させるスピンドルモータ（ＳＰＭ）１２、読み出しヘッドと
書き込みヘッドを含むヘッドスライダ１６、サスペンション１５とアクチュエータアーム
１４、ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）１７および図示しないヘッドアンプ（ＨＩＣ）を有
している。ヘッドスライダ１６は、ＧＭＲ素子を含む読み出しヘッドと、単磁極を含む書
き込みヘッドを備えている。
【００２４】
　ヘッドスライダ１６は、サスペンション１５上に設けられたジンバルによって弾性的に
支持されている。サスペンション１５は、ピボット１３に回転可能に取り付けられたアク
チュエータアーム１４に取り付けられている。ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）１７は、ア
クチュエータアーム１４がヘッドを磁気ディスク１１の半径方向に移動させるために、ピ
ボット１３の回りでトルクを発生する。ヘッドアンプ（ＨＩＣ）はアクチュエータアーム
１４に固定され、ヘッドへの入力信号とヘッドからの出力信号を増幅する。ヘッドアンプ
（ＨＩＣ）はフレキシブルプリントケーブル（ＦＰＣ）１２０を介してプリント回路基板
（ＰＣＢ）２００に接続されている。ヘッドアンプ（ＨＩＣ）をアクチュエータアーム１
４に設けることでヘッド信号中のノイズを効果的に低減することができる。しかし、ヘッ
ドアンプ（ＨＩＣ）はＨＤＡ本体に固定することもできる。
【００２５】
　上述したように、垂直磁気記録層は磁気ディスク１１の両面に形成され、また、各々が
円弧のような形をしているサーボゾーン１９は、移動するヘッドの軌跡に対応するように
形成されている。磁気ディスクの仕様は特定ドライブに適合した外径と内径および書き込
み／読み出し特性に一致している。サーボゾーンによって形成される円弧の半径は、ピボ
ットから磁気ヘッドエレメントまでの距離として与えられる。
【００２６】
　図示実施形態において、四つの主要電子回路部品、いわゆるシステムＬＳＩがプリント
回路基板（ＰＣＢ）２００上に実装されている。システムＬＳＩは、ディスクコントロー
ラ（ＨＤＣ）２１０、読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０、ＭＰＵ２３０およびモー
タドライバＩＣ２４０である。
【００２７】
　ＭＰＵ２３０は駆動システムの制御ユニットであって、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＣＰＵおよび
本実施形態に係るヘッド位置決め制御システムを実現するロジック処理ユニットを含んで
いる。ロジック処理ユニットはハードウェア回路によって構成された演算処理ユニットで
あって高速計算を実行する。ロジック処理回路のためのファームウェア（ＦＷ）は、ＲＯ
Ｍに保存される。ＭＰＵ２３０はＦＷに従ってドライブ装置を制御する。
【００２８】
　ディスクコントローラ（ＨＤＣ）２１０は、ハードディスクドライブ内のインターフェ
ースユニットであって、ディスクドライブとホストコンピュータ５００（例えば、パーソ
ナルコンピュータ）間のインターフェースとの情報交換、ＭＰＵ２３０、読み込み／書き
込みチャネルＩＣ２２０およびモータドライバＩＣ２４０との情報交換によってドライブ
全体を管理する。
【００２９】
　読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０は、読み出し／書き込み動作に関係するヘッド
信号処理ユニットである。読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０は、ヘッドアンプ（Ｈ
ＩＣ）のチャネルを切換え、また読み出し／書き込み動作における読み出し／書き込み信
号を処理する回路によって構成されている。
【００３０】
　モータドライバＩＣ２４０はボイスコイルモータ（ＶＣＭ）１７とスピンドルモータ１
２のための駆動ユニットである。モータドライバＩＣ２４０はスピンドルモータ１２が一
定速度で回転できるようにスピンドルモータ１２を制御し、また、ヘッド移動機構を駆動
するために、ＭＰＵ２３０からのＶＣＭ操作変数に基づいて決定された電流をＶＣＭ１７
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に供給する。
【００３１】
　本実施形態において、上述ディスクドライブの読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０
のような電子回路部品それぞれに対する電力は、図７の３００で示すようなスイッチング
レギュレータ回路によって供給される。目標電圧は帰還電圧の関数として与えられ、この
帰還電圧は、異なる目標電圧を供給するために二つ以上の値の間で切り替えることができ
る。
【００３２】
　電圧レギュレータ３１０は電源３１５に接続されている。電圧レギュレータ３１０は３
２５にて供給される出力電圧を調整するための入力３２０を有している。入力３２０は、
抵抗３３０、抵抗３３５、および抵抗３４０の組み合わせによって形成される二つの固定
値の間で切換えられるフィルターされた制御信号に結合されている。抵抗３４０は出力電
圧と入力３２０に結合されている。抵抗３３０と３３５は入力３２０に制御可能に並列接
続され、抵抗３４０と、抵抗３３０および３３５の選択可能な並列接続部と間に可変分圧
器を効果的に形成している。
【００３３】
　ＮチャネルＭＯＳトランジスタ３４５は、入力３２０で制御信号を構成する二つの固定
電圧状態間を切換えるためのスイッチとして使用される。オン状態にあるトランジスタ３
４５は、抵抗３３５を介して電流を流し、抵抗３３０と３３５の両者を介した電流の並列
経路を形成し、結果的に高い制御電圧を入力３２０に供給する。トランジスタ３４５がオ
フのときは、実質上全電流が抵抗３３０を介して流れ、結果的に、高いレギュレータ出力
３２５に対応する低い制御電圧が入力３２０に供給される。一実施形態において、レギュ
レータ電圧は、およそ１．２ボルトとおよそ１．４ボルトとの間で切換えることができる
。さらに別の実施形態において、さらなるレギュレータ電圧出力レベルを得るために、付
加的な抵抗群（または異なる抵抗値を有する抵抗群）とスイッチ群とを設けて、さらなる
レギュレータ電圧出力レベルを得ることもできる。
【００３４】
　一実施形態においては、形成された付加的フィルターが、トランジスタ３４５の入力に
結合されたコンデンサ３５０と抵抗３５５によって形成されている。このＲＣフィルター
は、入力３６０を介した入力信号によって制御される二つの目標電圧レベル間をゆっくり
遷移させるために使用することができ、入力３６０は、一実施形態においてはトランジス
タ３４５をオンまたはオフする適切なレベル信号を供給するインバータのようなデバイス
である。
【００３５】
　一実施形態において、コンデンサ３５０と抵抗器３５５によって形成されたＲＣフィル
ターの時定数は、電圧レギュレータ３１０内部に発生する相当な過渡現象を阻止するのに
充分な大きさである。傾斜の緩い目標電圧が電圧レギュレータ３１０によって検出された
あらゆる電圧エラーの大きさを制限することによって過渡電流を実質的に低減することが
できる。この構成がドライブによって必要とされる機能の所望範囲に基づいた二つの電圧
振幅間の切換えを可能にする。
【００３６】
　ヘッドスライダ１６の読み出しヘッドまたは書き込みヘッドが内周側のトラック群近傍
に位置決めされて読み出しまたは書き込みのいずれかを行うとき、読み出し／書き込みチ
ャネルＩＣ２２０は、ヘッドが外周側のトラック群にまたはその近傍にあるときと同じレ
ベルの電力の供給を受ける必要がない。従って、ヘッドスライダ１６の読み出しヘッドま
たは書き込みヘッドが内周側のトラック群に位置されているときは、低減された電力が読
み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に供給される。当然ながら、異なる電力レベルを、
ディスクを横断する異なるゾーンそれぞれに対して使用することができる。本実施形態に
おいては、電圧レギュレータ３１０は、ディスクデータ転送レートに応じて、読み出し／
書き込みチャネルＩＣ２２０に対する電力供給のための異なる所望目標電圧を供給する。
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【００３７】
　図８はゾーンＺ０からＺ３と読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に対する供給電圧
との表の例を示す。ヘッドスライダ１６の読み出しヘッドまたは書き込みヘッドがゾーン
Ｚ０かＺ１のいずれかに位置されディスク上に対してデータを読み出すまたはデータを書
き込む時は、１．４Ｖの電圧が読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に供給される。も
しヘッドスライダ１６の読み出しヘッドまたは書き込みヘッドが、ゾーンＺ２かＺ３のい
ずれかに位置されディスク上に対してデータを読み出すまたはデータを書き込む時は、電
圧レギュレータ３１０は、１．２Ｖの低い電圧が読み込み／書き込みチャネルＩＣ２２０
に供給されるように目標電圧を制御する。
【００３８】
　図９は読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に電力を提供する方法の一例を示すフロ
ーチャートである。
【００３９】
　ＨＤＣ２１０は、ホストコンピュータ５００からデータを読み出すまたは書き込みする
命令を受信するとともに、該データを読み出しまたは書き込みする位置を識別するＬＢＡ
（論理ブロックアドレス）も受信する（ブロック６１０）。ヘッドスライダ１６の目標ト
ラックは、受信されたＬＢＡによって計算され、ゾーンＺ０、Ｚ１、Ｚ２およびＺ３のい
ずれが目標トラックに対応しているかが決定される（ブロック６２０）。ＶＣＭ１７はヘ
ッドスライダ１６を目標トラックに移動させるように制御される（ブロック６３０）。ヘ
ッドスライダ１６が目標トラックに移動している間、読み出し／書き込みチャネルＩＣ２
２０に供給される電圧は、例えば図８に示された表を使用して決定される（ブロック６４
０）。もし目標トラックがゾーンＺ０かＺ１のいずれかに属していれば、電圧レギュレー
タ３１０が制御されて１．４Ｖの電圧を読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に供給す
る（ブロック６５０）。もし目標トラックが他のゾーンに属していれば、電圧レギュレー
タ３１０が制御されて１．２Ｖの電圧を読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に供給す
る（ブロック６６０）。
【００４０】
　図１０は、読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０の読み出し／書き込み電力損失の一
例を示す。図１０によれば、電力損失は、ヘッドスライダ１６が内周側のトラック群に位
置決めされた時に読み出し／書き込みチャネルＩＣ２２０に印加される１．２Ｖの低い電
圧に切換えることによって低減することができる。一実施形態において、データの読み出
し中には５％を超える電力節約が期待できるので、本実施形態は、内蔵ディスクドライブ
を備えた携帯音楽プレイヤまたは携帯ビデオプレイヤに実装されることが望ましい。
【００４１】
　上述した特定の実施形態の記載は、本発明の一般的な性質を、他者が現在の知識を適用
することで、包括的な概念から逸脱することなく、種々の応用例に容易に適用及び／又は
変形できるように十分に明らかにするものであり、従って、そのような適応及び変形は、
開示された実施形態と均等な範囲及び意味において理解されるべきものである。
【００４２】
　本明細書で採用された表現又は専門用語は、説明のためであって、限定のためのもので
はないことが理解されるべきである。従って、本発明は、あらゆる代替物、変形例、均等
物、及びバリエーションを、添付の特許請求の範囲の精神及び広範な範囲内に包含するこ
とを意図するものである。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】一実施形態に係る磁気記録再生装置（ハードディスクドライブ）の斜視図である
。
【図２】一実施形態に係る磁気ディスクの概略平面図である。
【図３】一実施形態に係る磁気ディスク内のサーボゾーンおよびデータゾーンを示す概略
図である。
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【図４】一実施形態に係る磁気ディスク内のサーボゾーンおよびデータゾーン内のパター
ンを示す平面図である。
【図５】ゾーンビット記録システムを採用した磁気ディスクを示す概略図である。
【図６】一実施形態に係る磁気記録再生装置（ハードディスクドライブ）のブロック図で
ある。
【図７】一実施形態に係るディスクドライブ装置のためのスイッチング電圧レギュレータ
を示す概略ブロック図である。
【図８】ゾーンと読み出し／書き込みチャネルＩＣに印加される電圧のテーブルを示す図
である。
【図９】一実施形態に係る読み出し／書き込みチャネルＩＣに電力を提供する方法のフロ
ーチャートである。
【図１０】読み出し／書き込みチャネルＩＣの読み出し／書き込み電力損失を示す図であ
る。
【符号の説明】
【００４４】
　１０…筐体、１１…磁気ディスク、１４…アクチュエータアーム、１５…サスペンショ
ン、１６…ヘッドスライダ、１７…ボイスコイルモータ（ＶＣＭ）、Ｚ０～Ｚ４…ゾーン
、読み出し／書き込みチャネルＩＣディスクコントローラ（ＨＤＣ）２１０、２２０…読
み出し／書き込みチャネルＩＣ、２３０…ＭＰＵ、２４０…モータドライバＩＣ、３１０
…電圧レギュレータ（電源）。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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